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と 視れもてこ時 分 
0 周、 さぞ - ぃ 0 間 左 の 私 Ⅰ   
な だ無 そつっ 。 る 自睦 

く 考でら 良 すしか い以 岡 
なえもでく る ょわ 人双 こ 垣 中学   
イテ レ @ 

撞宝 あ いさつはこころをつ 牡 ぐかけはしだ 

 
 

 
 
 
 

いな 薬 り といがに大悪ぎも ま 人吉はいき も いる物覚まい 剤 一な切のでのし す 間し 思 、 部 るっ大 垣 剛 と日 巴がいいた やせ し うの 願恐 入 でて人げ っ な逃 戦 " はか " し " はいい分とては 成 こまにいいだ 中学 年 るいろいます一日も 校 2 剤だけ 込 いを ろしさ も減っ しまう 生が一 場だと うこと その場 、覚せ 長して 耐 とに す，つ 耐える こと う ると思 れでも 

。 早なで の にての時 恩 、 か限 い いえ もこ は い弱 帝土 
く 非は て 気 く でのいら り 剤 く 支いと 白 まい 尾 
来付な こ 付 れす 迷ま 逃のと と えこだ介 す部 

偽りの 問題がてくれ 夫子 く、ほ の標語 いて欲 たら、 。そん いで 台 す 白 。 げた 人 し、 つ 、 い 思 あ い と、 私局 と の 5 。生 分を き 廿 安ら l ま Ⅰ なく 、の 力 を作 Ⅴ し、 覚せ 大 な 無し 分の の衰 党 甘 Ⅰ 制 時 の や す ろ 一生のはかい 

僕
の
考
え
た
標
語
は
、
あ
た
た
か
が
で
悩
ん
で
 い
 る
 人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
 

家
族
の
会
話
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
ま
す
。
 

信
頼
や
喜
び
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
プ
ラ
ス
私
の
身
 
近
 で
は
そ
う
い
う
問
題
は
な
 

の
 気
持
ち
を
与
え
て
、
マ
イ
ナ
ス
の
 気
 

い
け
ど
、
 悩
 ん
で
い
る
人
た
ち
の
気
持
 

持
ち
を
吹
き
飛
ば
し
、
心
に
厚
く
強
い
ち
を
考
え
ず
 に
い
じ
め
て
い
る
人
、
 そ
 

家
族
の
き
ず
な
が
で
き
あ
が
る
こ
と
を
の
人
た
ち
 に
こ
の
標
語
の
意
味
を
考
え
 

て
ほ
し
い
で
す
。
 

思
い
考
え
ま
し
た
。
 

み
ん
な
で
会
話
を
大
切
に
し
、
心
の
や
さ
し
い
 
気
 持
ち
と
思
い
や
り
を
も
 

き
ず
な
を
広
げ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
て
ば
、
き
っ
 と
い
じ
め
は
な
く
な
る
は
 

ま
す
。
 

ず
で
す
。
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見さないいさ 、 松 垣 
てれ どじる し骨が 東 
いて ニ めとい 近こ 中 
たい ュや 胆気のの 学 一言 ら る ｜ っ 持 著作 校 

そしス葉 6 、 で のかか人を福 たち い品 3 年 
い 雑は暴 ら少た 吉村上 
ぅ誌毎カて しち い 
問 な日 、 すかにた 美 
題ど報無 。 け 、 の穂 

育て ヰ う やさしい気持ち 革 

ス
人
か
ら
の
 口
 を
侍
っ
て
い
 在
 す
。
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青少年の非行問題に 取り組む全国強調月間 ソ 
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ぬ
田
 
正
徳
 

白
倉
が
友
人
に
ど
ん
な
風
に
接
す
れ
 

ば
 、
相
手
が
嫌
な
気
分
に
な
ら
な
い
か
 

と
 考
え
た
ら
、
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
 

と
は
、
相
手
も
嫌
だ
と
思
っ
た
の
で
こ
 

の
 標
語
を
考
え
ま
し
た
。
 

今
、
い
じ
め
・
万
引
き
・
タ
バ
コ
 

は
 人
を
傷
つ
け
る
し
、
シ
ン
ナ
ー
 
や
タ
 

シ
ン
ナ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
、
 

こ
れ
ら
は
ど
 う
 考
え
て
も
絶
対
に
や
っ
 

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
じ
め
 

バ
コ
 は
自
分
自
身
を
壊
し
て
い
く
か
ら
 

今
し
て
い
る
人
は
や
め
る
べ
き
だ
と
 
思
 

い
ま
す
，
こ
ん
な
こ
と
は
、
や
っ
て
 
い
 

て
も
何
も
い
い
こ
と
は
な
い
と
恐
い
ま
 

す
 。
 

こ
の
標
語
で
傷
つ
く
人
が
 

八
 で
も
減
っ
て
欲
し
い
で
す
。
 

こ
と
を
し
て
喜
ん
で
い
る
人
、
自
分
が
 

同
じ
こ
と
を
さ
れ
た
と
き
、
い
や
な
 
気
 

持
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
，
後
悔
す
る
 

前
に
白
分
の
心
の
中
で
や
め
て
 

と
 

い
 た
ら
、
だ
れ
も
傷
つ
か
ず
に
 

こ
 

毎
 円
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
と
 
思
時
 

い
ま
す
。
相
手
の
立
場
に
た
っ
 

や
 

l
 

て
 考
え
る
こ
と
は
人
も
な
こ
と
 

Ⅰ
 

で
す
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や されて 

集
団
で
悪
い
こ
と
を
し
た
り
、
 
1
 
利
 

ひ
と
り
の
人
を
「
い
じ
め
」
で
 
つ
 

自
殺
に
追
い
込
ん
だ
り
と
い
ろ
 ま
 じ
 

で
 見
て
 い
 て
、
と
て
も
恐
く
な
っ
 手
 

い
ろ
な
事
件
な
ど
を
ニ
ュ
ー
ス
 

た
り
悲
し
く
な
っ
た
り
し
ま
す
，
 
の
 
l
 

と
 自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
っ
だ
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
も
っ
 

乱
 

て
 悪
い
こ
と
は
悪
い
と
は
っ
き
り
言
え
 

る
よ
う
に
、
も
し
断
っ
た
ら
仲
間
は
ず
 

れ
に
さ
れ
る
と
思
わ
ず
に
、
き
っ
ぱ
り
 

断
る
勇
気
を
持
っ
て
欲
し
い
と
思
い
、
 

こ
の
標
語
を
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
 

私
自
身
も
悪
い
と
思
う
こ
と
は
き
っ
ぱ
 

り
 断
る
男
気
を
も
と
う
と
思
い
ま
す
。
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    斬 早く ケ ンケーンという 泣き声が 、 静 

多いわが家の 周辺は、 草丈が高く 、 泣き声 

は 近いが姿をなかなか 見ることは少ない。 

  「雄子も鳴かずば 革 たれもしない」の 言葉をふと思う。 一昨年にはわが ョ 
の庭に仲良くっがいで 来て草の実をつい ぽむ 姿が見られ、 雄が美しい羽を 月 

げたところを 目にしたこともあ り、 めずらしさに 写 糞を撮ったりしたが、 4 

年は未だ庭に 衆ない。 雄 子のほかにも 季節に応じいろいろな 鳥たちが来る。 

内浦の里はゆっくり 夏への準備なしている。 今もまた ケ ンケーン と 雄子 ズ 

また 砕 いた。 

舞踊「 竹 」に始まり、   
末木 はふ 九功 
でニ 我つ し 木 ん十 
永 仝 を ム 、 と に で 一 鰯薮 よ -- - - 盛りに 大粒の 合いに 施設へ すがし 瑠璃 光 薮頬薮慈 汗と両 、 遅蒔き 振り向 第一歩 

手に 支っ ゑ初 
飽梅 う と の め 

か 干 る 湧 よ て 

ぬ 一 糀 き ろ 昔 え な を 目 

と つ と く こ つ 一 る く て 願 

夫人 な る ぶ き 人夫 紫 ぅ け 色る 尽 俺 み 吏 
由 Ⅰ れ 6 条 た 

原 ぅ 太后 な し 力 8  株 は気 三 礼 阿 
ロ き松 り き 吋 を 藤 
L 回心 癒 マ ど ま 

一 を 清 ひ京 ゆ サ さ % 
枝 美美 山 子 ろ /  で 夫 の 子 慈 
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このコーナ一でほ、 町内で活動して 

いるスポーツワラフを 紹介します。 今 口は [ 岡垣 ソフト バし一 ポール倶楽部 ロ Ⅱ @ 

です。 ス ンバ一の高野忠一さん ( 写英 

中央 ) にお話を面きました。 

* ウ号 Ⅰ結成のきっかけは ? 
平成 9 年 2 月ソフトバレーボール 教室などの 

出会いから、 公式ルールによる 競技を学ぼうと、 

代表楠本美弥子さん 

で l0 人が集まりクラブを 結成しました 0 

町 ・連盟大会を 中 ， 

用 する公式ルールで、 

白練 首 までしています。 

* ハ ンⅡ一 % 朋佑 P 

町内全域から 男性 

歳から竹席 窯で 幅広いメンバー 構成です。 

* いつ 6 むこで 雙 甘しているの ゃ 

毎運 土曜日の午双 9 時 30 分から午後 0 時 3n 分   

まで、 第 2 . 4 木曜日 

時 30 分までは町民体育館で 練習しています。 

毎週水曜日の 午後 

までは山田小学校体育館で 練習してますよ。 

化合後の活動 に 向けて， ，， 

出会いとふれあ い 

ず 、 あ んなで い っ し 

を 目指しにいと 思います。 
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で
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友
人
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の
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く
各
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舌
づ
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み
う
つ
 

岩
谷
和
子
 

一
一
一
一
一
 

落
ち
こ
 ほ
 れ
ら
し
き
一
羽
の
巣
 立
 け
り
 

久
 留
美
智
子
 

拾
ひ
焚
く
 汐
本
 の
 煙
汁
 お
ぼ
 ろ
 

南
里
ふ
じ
 

早
蕨
の
 ゑ
 青
を
如
何
に
精
理
せ
 む
 

中
村
硝
子
 

古
稀
迎
え
見
舞
 ひ
 見
舞
は
れ
若
葉
冷
え
 

杉
山
久
美
子
 

日
脚
伸
ぶ
図
書
館
 へ
 行
く
車
椅
子
 

安
部
神
子
 

賑
や
か
な
家
鴨
の
朝
 鈎
 ね
む
の
花
 

佐
藤
昭
子
 

か
た
り
む
り
身
の
速
く
ば
か
り
山
の
雨
 

十
時
千
恵
子
 

亀
戸
 や
雲
 ひ
と
つ
な
き
夏
至
の
空
 

内
田
ふ
さ
 ゑ
 

明
け
易
し
南
瓜
泥
棒
話
し
な
と
 

、
戸
次
祐
治
 

歌
垣
の
筑
紫
に
立
て
ば
 風
 青
し
 

井
原
清
行
 

梅
雨
最
中
 -
 
二
時
の
バ
ン
を
焼
く
 匂
 

小
西
き
く
え
 

背
番
号
記
せ
し
 牛
や
牧
涼
し
 
東
畑
田
鶴
子
 

緑
陰
に
犬
は
べ
ら
せ
て
民
話
 開
 く
 

山
中
き
ょ
 み
 

梅
雨
時
間
神
馬
の
蹄
風
を
蹴
り
 

え
品
清
子
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フルーツの 里 " おガガき " とよく言われまヲガ 、 皆さんは主にどんな 
フルーツ がねガ 岡垣町口栽培され 出荷されている ガ、 ご 存じでヲガ ? 
いちご・ ぷ どう・いちじく・ カガん ・ " 枇杷 " など、 さまざまなフルーツ 

ガ あ りま す 。 このフルーツの 栽培出荷に ガ ける農家の人たちの 努力と苦労を、 

高倉区の早苗 泰博さんに語ってもらいました。 
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岡垣町は福岡県でも 最大の枇杷の 産地なのですよ ! 
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レ
戸
 初
山
・
 
 
 

  

明
治
三
十
五
年
に
故
大
村
水
仕
 

氏
が
 

へ
 

高
台
の
地
 
手
杵
・
気
候
条
件
に
適
し
 

4
 

係
 
産
 

た
 作
物
を
研
究
さ
れ
る
中
で
着
目
さ
れ
 
水
 

 
 

 
 

堤
 

生
 ・
 津
宰
 と
い
っ
た
も
の
も
 

抽
抽
 さ
れ
、
 

役
 

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
高
卓
枇
杷
」
と
 

し
て
店
頭
に
並
ん
で
い
る
。
今
日
一
定
 

の
 フ
ラ
ン
ド
と
し
て
評
価
さ
れ
る
 

よ
う
 

に
 な
の
 肚
獄
 銭
を
見
る
と
き
、
先
世
 

た
 

ち
の
試
行
錯
誤
に
 
よ
 る
苦
労
 
と
 努
力
が
 

偲
ば
れ
る
。
 

二
三
ヘ
ク
タ
ー
 

四
 
%
 灯
 で
は
 

ル
 ・
生
産
五
一
 
0
 六
ト
ン
で
あ
る
、
 
こ
 

れ
は
県
内
で
は
 
仮
 大
の
産
地
で
あ
る
。
 

目
楳
は
 、
 面
 杖
は
現
状
を
維
持
し
っ
 

っ
 単
位
当
り
生
産
且
を
向
上
さ
せ
 

二
 0
 

0
 ト
ン
を
達
成
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
 

ぃ
 

る
 。
現
在
、
福
岡
・
北
九
州
・
 

緩
 根
方
 

面
と
，
 部
の
下
破
市
場
へ
出
荷
し
て
い
 

る
が
、
将
来
は
曲
面
・
関
東
方
面
へ
も
 

「
高
歯
 
枇
ゆ
ル
 

」
 

を
 売
り
込
み
 

全
国
プ
ラ
ン
 

ド
 化
す
る
 
夢
 

を
見
な
が
ら
、
 

プ
ロ
フ
ェ
 

シ
ョ
ナ
 ル
 を
 

目
指
し
 
展
業
 

と
 向
き
合
っ
 

で
 行
き
た
い
 

と
 思
う
。
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も J の食材と季節 % を人切に       

運曲 普及推進会 
  
6 音 健で 「 『あ いあ い う 弗がめ ヒは， ‥ ] きっか さんの 康 づく 楽しく あいあ 

  
運
動
普
及
推
進
会
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み
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め
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～① 肉 じや ガ ( 煮物 ) ～ 

～② あ じ さい 襄 ( デザート ) ～ ハ
し
 

Ⅰ
 
"
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四
四
目
 

  てし 、頭った PR 目標 ｜ス でき 丁け ォ l も世 クイ 、大 大 ら 里 の 
も り方にでる り クたヌ 、 変人かた 
体 、 法 。 楽 」で ぅ り 三好ま ら " 

桂脅隼苦を蒔て : ま薯憶菖蓉   
康
 対
策
課
と
共
催
で
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
 

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

ト
 

.
 

E@ る角テ 
く ①の材料 4 人分 ) 
，，牛もも薄切り (50 グラム )0 ばれ 

いしょ ラム )0 (140 しらたき グラム (60 ), クラム 玉ねぎ )0 (40 に グ ん 
じん (40 グラム )" さやい んげ川 25 
グラム )0 サラ タ泊 ( 小さじ 9 )44 1¥ ， 出 
し汁 ( 1 カップ ): 砂糖 ( Ⅱ 、 さじ 2 ) 

0 しょうゆ ( 小さじ 4 ) 」みりん ( 人 
さじ 1 ) 
く ①の作り方 ) 
① 肉は - 口大に切り。 ぼ れ い し ょ 
は 一口大に切りさつと 洗うっ 玉 

●
 

Ⅰ 
    

            天気も良く、 用 窩の自然を見なから、   
i  のんびりと歩けだ。   し 
          毎年楽しみにしている。     て 

レ @     
          コースに小川があ ってよかっに。   
        けたい。   なとなと 歩 て 

し @ 

そ
う
だ
な
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
来
年
も
行
い
た
 

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
 

ん
た
ち
の
「
よ
く
寝
て
、
よ
く
食
べ
、
 

よ
く
遊
ぶ
」
と
い
う
答
に
は
、
本
当
に
 

で
 伸
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
 

毎
回
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て
 

い
 る
健
康
づ
く
り
も
 脚
 い
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
子
ど
も
さ
 

ね ぎは櫛形切り。 しらたきはゆ 
でて 6 センチに切り、 さやいん 
げんはゆでて 8 一 4 センチの斜 

め切り。 にんじんはがでる。 
② サラダ油を無して、 ばれいしょ、 
玉ねぎ、 しらたき、 にんじんを 
炒め、 油がまわったら 出し汁と 
砂糖を加えて 沸蹉 するまで強火 
にし、 肉を入れて中火、 落し姜 
をして 5 分煮る。 
③ しょうゆ、 みりんを加えて 10 
-15 分煮る。 火を止めてさやい 
んげんを混ぜ 合わせる。 
く ②の 材 ・ 料 30 人分 ) 

木
 、
岡
 域
 周
辺
の
マ
ッ
プ
を
作
り
た
い
 

と
 思
い
ま
す
。
マ
ッ
プ
は
い
こ
い
の
 里
 

役
場
に
置
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
 利
弔
 

プ
 
「
 
萬
倉
 周
辺
を
た
ず
ね
て
」
を
作
り
 

ま
し
た
。
今
年
は
中
央
公
民
棺
か
ら
 吉
 

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
し
を
 

み
ん
な
で
作
っ
て
い
ま
す
 

昨
年
、
初
め
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
 

●
 

Ao 冊 育夫 ( 拷袋 )0%( 1 とイ カ ツ 
プ )0 秒 苦 ( 恥 グラム )0 ペパーミン 
ト ( 小さし 形 ) 
Bc; 粉 寒天 ( 老袋 )0 本 ( 1 カップ ) 
。 ，砂糖 (30 グラム )0 赤ワイン ( 入 さ 
じ 3 ) 

Co 粉 寒天 ( 拷袋 )0 本 ( 1 カップ ) 
㊤砂糖 (20 グラム )0 オレンジジュー 
ス ( メカップ ) 

● こし あ ん (600 クラム ) 

く ②の作り方 ) 
ば A . B . C 3 種娼の寒天を 作 

り。 流し缶で冷やし 5 一 6 ミリ 

て
み
ま
せ
ん
か
 ?
 健
康
は
 ヰ
 

ず
，
 歩
か
ら
。
さ
あ
、
に
こ
 

に
こ
ぺ
 ー
 ス
で
楽
し
く
体
を
 

動
か
し
ま
し
ょ
う
 l
.
 

昔
 こ
の
記
事
や
会
に
つ
い
て
 

の
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
健
 

康
対
策
謀
ま
で
。
ま
た
、
皆
 

さ
ん
の
お
勧
め
散
歩
コ
ー
ス
 

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
 脩
報
 

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

岡
垣
町
運
動
普
及
推
進
会
 

「
あ
い
あ
い
う
み
が
め
 ヒ
 

健
康
対
策
課
保
健
婦
 

林
 
久
美
子
 

O
 

      
角 に切る。 
② あ んを火にかけて 練り、 帝 や 
して個数に丸める。 
③ ラップに①の 寒天を混ぜて 入 
れ、 上にあ んをのせて 丸 めて絞 
り、 絞り口を下にして 器に盛る。 
くお料理アドバイスフ 
B 寒天に水溶き、 食紅少々を入 
れると美しい 色にできあ が r,, ます。 

岡垣町食生活改善推進会 
( ヘルスメイトの 会 ) 

㍗ 門 化モ 

 
 埼     

) Ⅰ タ口 



 
 

  田 
口し i 打 "" 『 "" 麹 。 

平成Ⅱ年 3 月川日号発行の 広報紙で、 第 2 次住居表示事業を 平成Ⅱ 年 Ⅶ月に実施予定とあ 知ら亡していましたか、 
3 用 5 日から 30 日闇の公示期間中に「住居表示に 関する法律」に 基づく変更請求 ( 町 名の変更 ) があ りまし 古 この て 、 
それに伴い実施日が 変更になります " 

今後の日程としましては、 町議会において 公聴会を開催しにあ と、 審議の う え決議することになります。 
「実施日 と 団名」 か 決まり次第、 お 知らせします。 

第 2 次位 居 表示実施地球新町名・ 町界 ( 案 ) 

  
①
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Ⅰ URL( ホームページのインターネ… y ト 上の他所 )http:   7Zwww2.tokyoweb.or.JP/ok ㎎ aki/ 
 
 

斑， 

学校、 家庭、 社会や友たちとのがかり り 
の中で日ごろ 考えていること、 感している 
こと、 社会や世界へのユニーウな 発想や意 
見、 未来への希望などを 発表してみま 亡ん 

と き 9 月 23 日 ( 木 )  午後 l 晴一 
ところ 囲垣サンリーアイ・キホール 

応募方法 400 字詰め原稿用紙 3 枚程度の 
作文 ( テーマは自由 ) を 8 月 20 日 ( 金 ) まで 
に甘 少年の主張大会事務局 ( 中央公民館   

青少年の主張大会事務局 ) に提出してくだ 

社会教育 謀 にあ ります。 なお・原稿の 最後 
に 住所・氏名・ 学年 
  宙 詰番号を田いて 

Ⅹ応募されに 原稿 は 
原則としてお 返しし 

申し込み・問い 合わせ 

採用職種・人数 事務職 貝 t 人 
受験 甘枯 田和 49 年 4 月 2 日から昭和 57 年 4 
同 1 Ⅱ主でに生まれた 人 。 

米 ただし条件により 受験できない 場合があ 

( 試験日時・場所 ) 
と き 9 同 19 口 ( 日 ) 午前 10 時から 

ところ 九州共立大学 
( 八神西区自由 ケ丘 Ⅰ 一 8 ) 

試験内容 教番試駿 ・適性試技 
申し込み 遠黄 ・中間地域広域事務 % 台 て 
申込用紙の交付を 受け、 必要 手 項を記入し、 
期間内に提出してください。 
申込受付期間 8 月 幻 山金 ) まてⅩ 士 ・Ⅱ   

申し込み・問い 合わせ 

遠寅 ・中間地域広域事務組合 

  

 
  

 

 
 

人
形
 公
 牧
会
 

憶
垣
 フ
ァ
ミ
リ
ー
ワ
ラ
フ
 

安
住
海
外
研
口
車
 柴
 

佳
所
 杓
の
 Ⅱ
 俺
加
帝
打
集
 

  古代の文化に 触れてみよ 引   や 。 
と き 9 月 19 町 (E1@  午前 8 時受付開始 

訪問先 下付市立考古博物館・ 豊北町土井ケ 浜遺跡   

八 % 苧 ; ユー ジアム ほか O 
集 合 役場玄関前 

参加料 大人 @2.000 円 小人二 1,000 円 
O 

申込期限 日 8 月 31 日 ( 火 ) 

申し込み 往復はがきに 住所・氏名・ 電話番号を明記の うえ 、 郵送ください 0 または、 

Ⅰ 接枇片 社会教育林社会 技甘係へ 

Ⅹ 守甘 での 央 付けは行って い ません 0 なお、 定員になり次第締め 切ります。 

問い仝わせ 役場 ネ と合教育 昧ネ と合教育係へ   
  

6 7 間三斜とかと 形にを 胴 

約 リ フ） 10 - 両 ま 8 ご開 あ た 本 

z0 人ガ ンで 31 
趣程円 うの 日 

 
 n
,
-
.
1
1
 

」
公
ミ
 

ト
ヨ
周
妻
 

安
車
の
悲
博
さ
と
平
和
の
 

ワ
さ
た
 

m
 り
 接
ご
う
「
 
媒
牡
時
だ
料
屈
 

」
 

Ⅰ
 

Ⅰ
 

O
 



  
  
  

  
  

ク 町民武道館 %282 一 6111 
クい こ い の 里 ・社会福祉協議会 %283 一 2940 
ク 囲垣サソリーアイ %282 一 1515 
Ⅰシルバーノ 鮒わタ -  %282 一 4688 

ム目 ク申 央 会 民 角 呑 282 一 0162 
ク 東部公民館 宕 282 一 0035 
ク 西部公民館 宕 282 一 7476 
ク 在宅介護支援センター む 282 一 5167 

Ⅰ
ヵ
に
マ
三
モ
宝
チ
 プ
 

フ
 ア
ミ
リ
 l
 グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
全
 

ル
ヱ
三
ヵ
・
 

4
 上
ふ
ア
セ
（
主
ミ
日
本
 

@
+
 
上
ふ
 
苦
拍
 

い
ま
 @
 テ
 

召
嚢
舌
じ
力
 ㏄
学
生
さ
 A
 
（
 

ぬ
 合
同
会
社
面
桜
会
 

  

教
育
 委
 貝
金
で
は
、
 軽
 ス
ポ
ー
ツ
 

を
通
じ
、
大
人
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
 

い
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
フ
ァ
 

ミ
リ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
 

を
 開
催
し
ま
す
。
家
族
・
地
域
の
皆
 

な
 性
で
、
女
性
間
短
に
腐
す
る
活
動
 

を
租
極
 的
に
行
な
っ
て
い
る
人
。
 

%
 学
生
・
 
隷
員
 
・
過
去
 騰
 年
間
の
う
 

ち
に
公
的
経
 俺
で
 海
外
研
 傍
に
 参
加
 

し
た
人
は
除
き
ま
す
。
 

応
募
方
法
 

8
 月
仏
見
本
）
ま
で
に
 

役
場
社
会
教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
 

さ
い
。
ま
た
、
申
込
宙
は
役
場
社
会
 

教
育
課
に
あ
り
ま
す
。
 

向
い
合
わ
せ
「
女
性
 
研
條
 の
 典
 」
 

実
行
委
員
会
事
務
局
 
廿
 0
9
2
 
１
 6
 

4
l
 
Ⅰ
 1
1
4
7
c
0
7
 
 

へ
 

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
修
学
校
 

を
 平
成
 1
z
 
年
 3
 月
に
卒
業
す
る
人
 

一
平
成
Ⅱ
年
度
卒
業
者
も
含
み
ま
す
）
 

を
 肘
枕
 に
 、
地
元
企
業
と
の
合
同
面
 

談
 会
を
行
い
ま
す
。
 

と
を
 
8
 月
㎎
 日
 （
木
）
 

受
け
午
前
Ⅱ
時
か
ら
午
後
 3
 時
 

㏄
 分
 ま
で
 

6
 
%
 
 
正
午
か
ら
 4
 時
 %
 分
ま
で
 

と
こ
ろ
九
才
記
念
体
育
館
（
福
岡
 

Ⅲ
中
央
区
薬
院
）
 

問
い
合
わ
せ
福
岡
学
生
 
拙
業
 セ
ン
 

タ
１
 %
0
9
2
 
１
 7
1
4
 
１
 1
5
5
 

6
 へ
   

（
 
火
 -
 

，
 Ⅰ
 

受
講
対
象
 

・
免
状
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
 
0
0
 
年
 

以
内
の
人
 

・
前
回
の
俺
宙
を
受
け
て
か
ら
 
q
0
 
午
 

以
内
の
人
 

・
取
扱
い
作
業
か
ら
離
れ
て
 
い
 て
 3
 

午
 以
上
の
人
 

講
甘
臼
 

9
 月
初
日
（
月
 
-
 か
ら
 穏
口
 

金門 く 全中申すう 競す枝対と午と ンてらみさ 
体 いだ民也 し 。 ウ技 。 以 こ棟 穴い 3 き ん 

ド 象ろ 5 きも ま位せで 
時 用 すまん チ 

大冊 8 億 。 でか l 
入合 輔月 しまに 。 ム 

2 人 グ技 う 曲目 21 て い たは各を " " コ紺   
いで し一、 6 付 ン 志位し 
ま 2  ／ 18  ヰ 目拝 Ⅱ ヮ しか   Ⅰ 

一
話
封
金
打
北
九
州
市
庁
舎
 

大
米
計
宙
 

区
分
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
 

3
 階
 

一
仏
会
室
（
小
会
北
区
城
内
）
 

一
 申
し
込
み
 8
 月
㎎
 日
 （
水
）
・
㎎
 

一
日
（
木
）
に
北
九
州
市
庁
舎
 

m
 階
 六
集
 一
 

一
会
室
で
行
い
ま
す
。
 

一
荷
い
合
わ
せ
遠
 賀
 郡
消
防
本
部
千
 

一
防
弗
 
予
防
保
古
 
2
9
3
 １
 8
1
2
5
 

 
 

一
 
お
盆
に
川
や
窩
な
ど
で
 

柑
孟
 流
し
一
 

一
 を
す
る
と
腐
っ
て
異
臭
が
し
た
り
、
 

一
 

一
水
質
が
汚
れ
た
り
し
て
、
 

昧
暁
に
杉
 

一
挙
を
与
え
ま
す
。
 

今
年
も
 W 内
 各
小
学
校
の
校
庭
に
 

帝
亜
 抗
し
会
場
を
投
け
ま
す
の
で
、
 

し
 

 
 
:
 

 
  
 
 
  
 
 
 

き
 
8
 月
 廿
日
 （
口
て
 

T
 後
 5
 時
 

一
 か
ら
即
時
ま
で
 

一
と
 -
 
」
 5
 
 町
内
各
小
学
校
 
避
劫
勒
 

一
 問
い
合
わ
せ
 技
蝸
 町
民
珠
生
活
環
 

一
り
 、
保
佐
・
時
生
，
 
珠
 柱
間
舶
な
ど
 

臆
註
 

守
護
 

一
 
ま
た
、
各
種
施
設
を
見
学
す
る
 

ハ
 イ
 ク
も
行
う
予
定
で
す
 

"
 ぜ
ひ
、
 一
 

一
審
 
加
 し
て
く
だ
さ
い
。
 

-
 と
き
 
8
 月
か
ら
㎎
 
月
 ま
で
の
 毎
 

宝
 
N
5
 回
）
 

一
 と
こ
ろ
い
こ
い
の
 里
 

員
如
人
 （
な
る
べ
く
 
5
 回
と
一
 

一
も
 参
加
で
き
る
八
 
-
 

榛
 大
半
を
目
催
し
ま
す
 

Ⅰ
 
場
 健
康
対
策
課
健
康
対
策
 

環
境
美
化
に
ご
協
力
を
…
 

甘
霊
 
流
し
会
場
 

腸
 
町
民
 
課
 
生
活
環
境
 
と
き
 
8
 Ⅱ
幻
日
（
日
）
午
前
川
時
 

、
 
カ
、
 
レ
 
・
 
@
 
ノ
 

と
こ
ろ
福
岡
市
市
民
プ
ラ
ザ
 

参
加
 寅
 
無
げ
 

%
 昼
食
 化
 は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
 

す
 。
 

申
込
締
切
目
 

8
 川
 川
口
 -
 
人
 -
 

法
定
 具
 に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

申
し
込
み
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い
合
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せ
 

県
 母
体
 

巨
害
 者
福
祉
協
会
 
甘
 0
9
2
 １
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4
 ー
 6
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9
 月
 乾
ロ
 （
日
）
に
 
違
宙
 %
 台
運
動
 

公
田
で
ひ
び
き
元
気
の
舞
典
を
開
催
 

し
ま
す
。
 

使
わ
な
く
な
っ
た
 
衣
 頬
な
ど
を
 リ
 

サ
イ
ク
ル
西
口
 曲
 と
し
て
、
フ
リ
ー
マ
ー
 

ケ
ッ
ト
を
出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
 

地
域
の
人
た
ち
と
の
描
も
広
が
り
 

出
展
者
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
 
"
 

百
集
 店
拍
 
百
店
舗
 

申
し
込
み
 

8
 円
町
口
（
火
）
ま
で
に
 

応
募
用
紙
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
、
 

釆
屯
話
 で
も
 結
窩
 で
す
，
 

問
い
合
わ
せ
ひ
び
き
 
舌
 年
会
 牡
所
 

6
2
4
6
 １
 2
3
9
6
 へ
 

参
加
費
 

無
 Ⅱ
 

締
切
目
 

8
 Ⅱ
ト
口
（
日
）
 

未
定
見
に
な
り
 

切
り
ま
す
 -
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し
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遠
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8 月 2 日 ( 月 ) から 8 日 ( 日 ) は，食品衛生週間です 

の
 

 
 

食中毒の多発時期に 食品衛生の普及向上を 目的とし、 毎年次の 各家庭での食中毒予防 3 原則 !! 
ことを実施しています。   食中毒菌を付けない ( 調理器具などの 清潔保持 ) 
  大型スーパ一の 巡回指導   食中毒菌を増やさない ( 食品は買ったらすぐに 冷蔵 庫 ) 

  飲食店などの 食品営業施設の 食中毒予防と 衛生管理の登底 ・食中毒菌を 殺す ( 包丁やまな板の 熱湯消毒、 加熱処理 ) 

Ⅱ世紀を担う 人集きれ : 

来年 4 月入隊の 
睦 ・ 海 ・ 空 自衛官を募集し ョ 

再案種目     応募資格 安仏 

一 一般 @  曹 候補 l l8 歳以上 " 
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募集事務所 容 2 23.0 9 
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と き a Ⅱ 4 H( 円 く ) 
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と き 10J@  ll(ll@  ば 
ところ航空白 衛隊 @0 
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募集人員 I20 人 

応募資格 小学生以 l     

米 小学化は親同伴でお 栗い します。 

申し込み 8 Ⅱ 27 口 ( 金 ) までに、 

がきに住所・ 氏名，年齢・ 篭話香 

記 のうえ、 郵送してください。 

米 応募者多敵の 場合は、 抽選と           

申し込み・問い 合わせ 
航空自衛隊 3 桁科大学級 
基地渉覚重 ( 〒 8 0 7.0 1 
遠賀郡芦屋町大字芦屋 145 
丁日Ⅰ 2 2 3.0 5 3 7 Ⅰ 
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丘山 佗臣 i-/11@N=ta 女 8  月の納期 
●国民健康保険 税 (8/31        3 期分 
● 口 辰年金保険料                                     8 月分 

●保育 料                                                             8 月分 

● 町常 住宅家賃                                           8 月分 

Ⅰ 

大型 ⅠⅠⅠⅠⅠ """  Ⅰ 圧 しィ   " 臼 一一 " 一 
( 家 庭 用 ) 

有料シールを 添付してください ガ 
(a 同 @ 

@@.=BS 

快 
適 
な 

暮 
ら 
し 
昔 : 」一山 "     

6 日 ( 全 ) ,27 日 ( 金 ) 、 13 :30-16 : 30 

正し 来車 ●行政 話 予約が必要です。 相挺 ( 総務庁九州管区監察局 8283-2940 ) 

納税 く 米屯話 Ⅰ教育電話相談 でご相談ください ( 教育委員会内 0 呑 092-473-1100 ) 
8282-4884 ( 毎週 ) 

江 
口 

理 

次女休日・ 夜 問の当番医は 
遠賀郡消防音 8293-1231 へ 

  
その時、 診察してもらえる 当番医を 
教えてくれます   
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出動件数 66 件 

搬送人見 61 件 

出火仲井 ] 件 

り災 件数 O 世帯 

郡 消防本部 
呑 293 一ま 92J 
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人口           @30,525A(+48)   
女性                           
七季舌上生                           
              10.429 世帯 (+  14) 

そのうち 79 世帯は外国人世帯 

( ) は前月との 比仮 
出生                                     23  人 
転入                                               73 人 
まちの広さ                                     48.51 ㎡ 
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海老津駅の宅 抜 荷物普及宣伝部隊 ( 昭和Ⅱ 年 ) 

様か第 何かぜ 条 かて 粁任 げま 叱旺 若 を           
な ら 4 と も 海国会古言 送 、 で 宅 ま で 較叢択億 別 宅 尭写宅 
こ 昭編 こ 俺老鉄 でさ 由 り 荷 逆板 す集 的屋 て車丈扱す虫扱 
と 和鉄ろ っ津が 吉 てで出札びの と め小に は は け と 宣は " 
が 一 叢 でて 択こ ヮ 古桔 し も " 持い に ロ記   免 " る は 伝 - 毛 
山上 宥 " いにの 宅か構 " 行キ長う 行の辻上荷扱お 文一か 
て 年 典 目 な は 様   悠 れ集中 け品 と も き 貨をが主 り 宅を 体 ら 
い ま 隆本ぃ 当 な使 て め込 、 粁 し 01 死物 頼耳反 が だか 読何宅 
た で時国 0 時 こ て   い に は 一 ・ て て     先に ちに 択 と ら ん だ へ 
。 一代行 を と は る 奉呈本手は あ ま って 耳 久にあ お で ・ @ 
の 一棟 語 を な 。 り 桂 早技 " る て いい り 頼 る 宅み - 宰 
中大曲 弓始い ま 苗い 神鉄 。 居 て たに み 。 ま た早の 
に 五百 資 めか す牛虻一 %  け は も 行に て   。 逆旅 
次 九年 料 た   と屯物初 め て お の く 求 貨 

  
の年史 は の む 爾号 8 便無音 あ 宅を かて         虫 @ - - 

宣 日 る に         ま 軌た旺 ま が行 き ヰ - を 

丈   
- 」   ロ て つ め で 力 実 に劫 火 

あ 益体 韓 中の急 持は … 内科 9 小児科 曲 @  17 席 88 月月 11 45 日日 田回 達（ 黄水 告 中町 門下 休 二 日面 臆 ） 病容 セ却 1 /9 ， タ㏄ 一 9 
8 月 13 日㈱たるたに 宙 群臣 院杏 283-0]28 

8 月Ⅱ日出 藤江歯科医院 5293-1341 ( 遠賀町尾崎 ) 
米本前に連絡 科㏄ ヵ の 妊 要 で す 3 8 月 ] 5 日 日 Ⅱ下 ナ） 吉 ま 乃 つ 留む 8 巨 椀 （ 笘 寅   
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